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くり返しがある場合i之、 RepeatedmeaSllres A NOV!¥ 
を行った。その後の検定は、 Dunnettの検定を行い際
立会丹と比較した。カテゴ1)一変数にじhi-squarc lestを
行った。有君主水準はP く0.05としたや統計解析はSPSS
11.0 Windows絞を使用したり{結果と考察13ヶ月留
まで運動継続できた者は98.196であったり 運動継絞が
できた織自のひとつとして歩数計を幾帝したことと問
答した者は96.2%であった。 Jt妻女計を携慨することが
身体活動還を増加させることに有効であるとi碍怒した
者は約73%であった。いずれの総答も詩iし、水準をijミし、
:多数計を;持管することが主綴的に連動継絞に何らかの
影響を及ぼすことは明石室である。さらに歩数計の有効
群は無効群tこ比し、丹ごとの歩数の増加、隠探歩数の
達成事j合が存主主;こ言者かった。欝女]IJlこmてみると射性
では有効群は無効fftでさか数の増加、 iヨ;様~t:数の達成都
合に有意な避がなかったのに対し、女性では践者な;有
裁選をがみられた也この努女慈の燦簡は今距!の研究から
は明らかにはならなかったが努女間になんらかの速い
があることが治i授された。さらに、歩数計の有効Ilf，ま
無効鮮によ七し、自己建策感が良野な者、体力にえ‘?する
不安が無い者、今後も遂動を継続したいという者の割
合が有意に高感であった。以上のことを考え合わせる
と?臼rmの運動記録が保存可能なさ長数計を携街するこ
とは、挙行数の増加、特に移行能力の向上をもたらし、
運動議案統への愈欽に索隊する婆問のひとつとして重要
であり、運動縫鋭支緩機器として有効である可能性が
示唆された。
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